
令和 7 年度 障がい者行動支援研修実施要項 
1. 目的 

行動問題についての基礎知識及び専門知識・支援技術を学び、所属事業所のケースを基に支援の視点を共有す

ることで、事業所内で主体となって支援を行うことができる人材の育成を図るもの 

2. 主催 

福岡市、福岡市強度行動障がい者支援調査研究会 

3. 内容 

① 講義 

行動問題の背景にある障がいの特性や行動の機能、行動問題の軽減に向けた支援方法や適切な行動形成のた

めの支援、支援記録・評価方法等について学びます 

② 実習 

事業所の対象者をとおして、行動観察や支援プログラムの立案方法を学びます。実際の支援での取り組みについて

定期的に報告し、研修講師からフィードバックを受けることで、事業所内でのチーム支援体制の構築や、よりよい支

援方法の検討を行っていきます 

4. 開催日時・内容（※詳細は別添プログラムをご参照ください） 

 日程 A.講義のみ B.講義＋実習 

1 令和7年 8月31日（日） 講義 講義・実習生打ち合わせ 

2 令和7年 9月3～6日間で1日  演習(アセスメント情報の整理・記録行動の特定) 

3 令和7年 9月22日（月）  演習(競合バイパス、支援手順書、記録用紙作成) 

4 令和7年10月14～18日間で1日  事業所での取り組みの確認（コンサルテーション） 

5 令和7年11月4～8日間で1日  事業所での取り組みの確認（コンサルテーション） 

6 令和7年11月26日 (水)   演習(支援結果の確認・報告書作成) 

7 令和7年12月14日 (日） ※実践報告の案内を送付 実践報告・シンポジウム 

5. 会場 

1 ・ 3 ・ 6 ・ 7 日目 ・・・ 福岡市舞鶴庁舎 2 階研修室 (福岡市中央区舞鶴 1-4-13) 

2 ・ 4 ・ 5     日目 ・・・ 各事業所 ※予め、訪問日程は事務局と受講生で調整します 

6. 受講要件 

A.講義のみのプログラム 定員：なし 

・受講要件は問いません(募集が多い場合は、一部オンラインでの開催とさせていただく場合がございます) 

B.講義＋実習プログラム 定員：3 事業所 

・以下の要件を満たす事業所 

① サービス管理責任者等もしくは現場のリーダー相当の方が中心となって、研修に参加可能であること 

② 所属事業所等の利用者を事例として取り上げ、継続的な支援方法の検討及び報告を 

行うことができること(受講前に、対象者のアセスメント情報をご提出いただきます) 

③ 事業所での研修講師によるコンサルテーションや、ケース会議の場の設定が可能であること 

④ 最終日の実践報告に、所属長またはそれに代わる方が出席可能であること 

 



7. 受講料 

無料 

8. 研修総括・講師 

＜研修総括講師＞  

西南学院大学 人間科学部 社会福祉学科 准教授(福岡市強度行動障がい者支援調査研究会 座長)  倉光 晃子  氏 

社福）福岡市社会福祉事業団 障がい者地域生活・行動支援センター か～む 所長 森口 哲也  氏 

＜リーダー講師＞  

社福）共栄福祉会 理事長 ・ 板屋学園 園長 中村 隆    氏 

社福）福岡障害者支援センター グループホーム なごみ 所長 本田 央   氏 

社福）福岡市社会福祉事業団 東部療育センター センター長 平井 尚史  氏 

社福）福岡市社会福祉事業団 障がい者就労・発達支援課 課長 橋本 文    氏 

＜グループ講師＞  

社福）福岡障害者支援センター ももち福祉プラザ 支援第 1 係長 森岡 元樹  氏 

社福）共栄福祉会 板屋学園 支援部部長 藤島 麻子  氏 

社福）葦の家福祉会 ヘルパーステーションほっとほっと サービス提供責任者 臼井 秀一  氏 

社福）福岡障害者支援センター おおほり苑 深田 健    氏 

社福）福岡市社会福祉事業団 発達障がい者支援センター 所長 大宅 妙    氏 

社福）福岡市社会福祉事業団 発達障がい者支援センター 後藤 智香  氏 

社福）福岡市社会福祉事業団 事務局総務課 総務係 住田 啓二  氏 

＜サブ講師＞  

株式）アセットマネジメント さくらガーデン ショートステイ事業部 管理者 中川 祐貴  氏 

有限）オフィスワークナックス 障がい福祉サービス事業所 and 統括サービス提供責任者  奥野 恵理子 氏 

合社) 心笑 生活介護・短期入所 らぁふはーと 管理者 小出 貴英  氏 

 

9. 申し込み方法 

⚫ 必要事項を別添の受講申込書に記入し、E-mail にてお申し込みください。 

※受講するプログラム毎に様式が異なりますので、ご確認の上、お申し込みをお願いいたします。 

⚫ 〆切    8 月 8 日（金）  必着 

⚫ 応募結果は   8 月 11 日（月） 以降に E-mail にて所属施設等宛に通知します。 

 

10. その他 

⚫ 本研修は、福岡市が独自に実施する実践的な研修です。短期入所、施設入所支援、共同生活援助及び福祉

型障害児入所施設の重度障害者支援加算等の算定要件となる都道府県による強度行動障害支援者養成研

修ではありません。 

⚫ 実習を含む日程には、事前・事後課題を設定しています。必ず課題に取り組まれてからの参加をお願いいたします。 

⚫ 実習を含む日程における事例の取り扱いに関しましては、必ず事業所で個人情報使用の許可を得るようにお願い

いたします。 

申込先・問い合わせ先 

福岡市強度行動障がい者支援調査研究会 事務局 

福岡市社会福祉事業団 障がい者地域生活支援課  担当 松本 

TEL： 092-834-2557     FAX： 092-834-2558 

E-mail：j-kyoukou@fc-swc.org 



★プログラム詳細 ※事前・実践課題は 講義＋実習プログラム 受講生のみ 

（事前課題）事前アセスメントシートの記入 

【１日目：令和 7 年 8 月 31 日（日）】     講義のみ 
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(30min) 

【２日目：令和 7 年９月 1～4 日の間で 1 日】 ※各事業所と調整の上、実施   実習：SV 訪問① 

演習① 

・アセスメント情報の整理(環境設定の確認も含む)  ・事例対象者の行動観察 

・行動問題の定義  ・ABC 分析と記録の取り方 

(140min) 

（実践課題）ABC 分析のための記録 (3W) 

【３日目：令和 7 年 9 月 22 日（月）】    実習：集合研修 

8:50  9:10               10:10 10:20                  12:00  12:50                15:20 15:30           16:30  

（実践課題）支援手順書に沿った支援と記録① (2W) 

【４日目：令和 7 年 10 月 14～17 日の間で 1 日】 ※各事業所と調整の上、実施   実習：SV 訪問② 

SV 訪問 

・事例対象者の様子確認 

・支援手順書の実行度評価 

・アプローチ書の実行度評価 

(90min) 

 

・ケースカンファレンス 

(事業所職員複数名 

参加のもと実施) 

(60min) 

（実践課題）支援手順書に沿った支援と記録② (2W)  

【５日目：令和 7 年 11 月 4～7 日の間で 1 日】 ※各事業所と調整の上、実施     実習：SV 訪問③ 

SV 訪問 

・事例対象者の様子確認 

・支援手順書の実行度評価 

・アプローチ書の実行度評価 

(90min) 

 

・ケースカンファレンス 

(事業所職員複数名 

参加のもと実施) 

(60min) 

（実践課題）支援手順書に沿った支援と記録③ (2W) 

【6 日目：令和 7 年 11 月 26 日（水）】   実習：集合研修 

8:50  9:10          10:20 10:30           12:00 12:50                                   16:10 

 

 

 

 

【7 日目：令和 7 年 12 月 14 日（日）】  実習：集合研修※別途報告会として参加者を募集 

12:40 13:10         14:10      15:00         15:30                    16:45 
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・記録様式の作成 

・アプローチ書の作成 

(150min) 

休
憩 

各事業所の 

進捗状況の確認 

(60min) 

事
務
連
絡 

受
付 

事
務
連
絡 
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「記録のまとめと支援

成果の確認・分析」 
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休
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演習④ 

 支援のまとめ 

 発表資料の作成 

(90min) 

昼
食
休
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・支援のまとめ 

・発表資料の作成 
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務
連
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実践報告① 

 スライド発表 

(60min) 

実践報告② 

・ポスター発表 

(50min) 

シンポジウム 

もしくは講演会 

(90min) 

閉
会
式 

ポスター自由観覧 

※16:45で終了 

17:15 


